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1． 調査団員・氏名 
 

 
 
2． 調査行程 
 
(1) 第一次現地調査 （2023 年 3 月 11 日～6 月 4 日） 

 
 
 
 
 

氏名 担当業務 所属先

小舟　浩治 業務主任者／港湾計画 Ides

伊藤　雅文 港湾施設設計 1 ECOH

竹本　仁之
自然条件調査１
／港湾施設設計２

ECOH

歳原　隆文 水産業／水産物流通 Ides(FEg)

三宅　義則 環境社会配慮 Ides

山本　雄平 施工計画/積算 ECOH

工藤　悠宇＊） 自然条件調査２ Ides
*)自社負担で従事

2023年 小舟 歳原 三宅 工藤 竹本 伊藤 山本

3月11日 土 NRT-PNI  NRT-PNI  

3月12日 日 準備 再委託業者打合せ

3月13日 月 JICA、PPA訪問　
JICA、PPA訪問
再委託業者打合せ

3月14日 火 州、連邦政府訪問 再委託業者打合せ

3月15日 水 PPA事前打合せ 磁気探査管理

3月16日 木 PPA、IC/DR説明 PPA、IC/DR説明

3月17日 金 業務工程打合せ 水質・底質試料採取

3月18日 土 再委託業者と打合せ NRT-PNI  NRT-PNI  再委託業者と打合せ

3月19日 日

3月20日 月 PPA作業行程協議 PPA作業行程協議 PPA作業行程協議 PPA作業行程協議

3月21日 火 PPA港湾部長協議 再委託業者打合せ

3月22日 水 データ収集 流況調査

3月23日 木 PPA環境担当者協議

3月24日 金 運輸通信インフラ省

3月25日 土 環境省

3月26日 日 団愛打合せ 団愛打合せ 団愛打合せ 団内打合せ

3月27日 月 州政府関係局協議

3月28日 火

3月29日 水 流況調査

3月30日 木

3月31日 金

4月1日 土 資料整理、まとめ 資料整理、まとめ

4月2日 日 PNI-NRT PNI-NRT 団内打合せ

4月3日 月

4月4日 火

4月5日 水

4月6日 木

4月7日 金 PPAとの打合せ

4月8日 土 資料整理

4月9日 日 団内打合せPNI-NRT 資料整理

4月10日 月

4月11日 火

4月12日 水

4月13日 木

4月14日 金

4月15日 土

4月16日 日

4月17日 月

4月18日 火

4月19日 水

4月20日 木

4月21日 金 再委託調査管理

再委託調査管理

関係機関訪問
資料・データ収集

大気観測
　自然条件調査

再委託調査管理

関係機関訪問

PPAとの打合せ

自然条件調査管理

資料・データ収集

大気観測

再委託調査管理

再委託調査管理

団内打合せ 団内打合せ

関係機関訪問
資料・データ収集

大気観測
　自然条件調査

再委託調査管理
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小舟 歳原 三宅 工藤 竹本 伊藤 山本

4月22日 土 再委託調査管理

4月23日 日 資料整理

4月24日 月

4月25日 火 NRT-GUM 

4月26日 水 GUM-PNI 

4月27日 木 PPA表敬/計画サイト

4月28日 金

4月29日 土

4月30日 日 団内打合せ 団内打合せ

5月1日 月

5月2日 火

5月3日 水

5月4日 木

5月5日 金 気象・海象・地震調査

5月6日 土 資料整理

5月7日 日 団内打合せ 団内打合せ

5月8日 月 気象・海象・地震調査

5月9日 火 NRT-GUM 

5月10日 水 GUM-PNI 

5月11日 木

5月12日 金

5月13日 土 NRT-PNI  NRT-PNI  資料整理

5月14日 日 団内打合せ 団内打合せ

5月15日 月 PPA へ調査結果報告 PPA へ調査結果

5月16日 火

5月17日 水

5月18日 木

5月19日 金 M/M締結 PPA環境担当と協議

5月20日 土 資料整理 資料整理 資料整理 資料整理 資料整理

5月21日 日 団内打合せ　出発 団内打合せ

5月22日 月 PNI-GUM 

5月23日 火 GUM-NRT

5月24日 水

5月25日 木

5月26日 金

5月27日 土

5月28日 日

5月29日 月
5月30日 火
5月31日 水

6月1日 木

6月2日 金

6月3日 土 PNI-GUM PNI-GUM 

6月4日 日 PNI-GUM-NRT GUM-NRT GUM-NRT

6月5日 月

6月6日 火

6月7日 水

団内打合せ

環境関係機関への
説明協議

PPAと環境許可に関
する打合せ

データ解析

環境関係機関
PPAとの」環境許可に

関する打合せ

資料整理 資料整理

資料整理

既存施設調査

団内打合せ

PPAへの調査結果報告

調達事情調査

PPA Board
プロジェクトの

説明・協議

PPA Board
プロジェクトの

説明・協議

既存施設調査

新岸壁設計関連調査

法令・基準調査

建設事情調査類似事業情報収集

税金情報収集
土質調査結果確認

PPA表敬・打合せ
調達事情調査

土質調査結果協議

再委託調査管理

計画サイト確認
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(2) 第 1 次現地調査の追加調査 2024 年 2 月 22 日～3 月 1 日 
2024 年   竹本 

2 月 22 日 木 NRT-GUM 移動 

2 月 23 日 金 GUM-PNI 計画サイト視察 

2 月 24 日 土 土質調査地点土砂サンプル採取 

2 月 25 日 日 現地建設会社資機材ヤードサンプル採取 

2 月 26 日 月 浚渫予定範囲 から土砂サンプル採取 

2月 27 日 火 浚渫予定範囲の２地点海底土砂サンプル採取 

2月 28 日 水 16:00 JICA ミクロネシア支所報告 

2月 29 日 木 PPA 報告、PNI-GUM 移動 

3月 1 日 金 GUM-NRT移動 

 

(3) 第 2次現地調査 2024年 4月 20日～4月 28日 

【JICA の MD協議に同行】 

2024年 小舟 竹本 

4月 20 日 土 NRT-GUM-PNI 

4月 21 日 日 プロジェクトサイト視察 

4月 22 日 月 PPA 訪問。税金・免税に関する情報収集 

4月 23 日 火 ポンペイ港視察、PPA との協議 

4月 24 日 水 
DTCI・PPA との MD案協議。 

世銀プロジェクトマネージャとの協議 

4月 25 日 木 MDj金署おおｙび 

4月 26 日 金 MD 署名。JICA 事務所および大使館報告                                                                                                                                                                    

4月 27 日 土 帰国準備 

4月 28 日 日 PNI-GUM-NRI 

 

(4) 第 2次現地調査の追加調査 2024 年 7月 25日～8月 4日 

2024 年   小舟 三宅 

7月 25 日 木 NRI-GUM 移動 

7月 26 日 金 GUM-PNI PPA 港湾武功打合せ 

7月 27 日 土 会議資料作成（最終報告書案、ステークホルダー会議） 

7月 28 日 日 同上、プロジェクトサイト確認 

7月 29 日 月 運輸通信インフラ省およびポンペイ知事表敬訪問 

7月 30 日 火 運輸通信インフラ省次官補への説明・協議 

7月 31 日 水 連邦政府資源開発局統計局訪問 

8月 1日 木 信託統治領委員会訪問、ステークホルダー会議 

8月 2日 金 PPA 総裁報告 港湾部長 PPA 負担事項の確認 

8月 3日 土 資料整理、帰国準備 

8月 4日 日 PNI-GUM-NBRT 

 
 
3． 面会者リスト 
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番号 氏名 所属 略記 役職

1 Carlson D. Apis
Departmernt of Transportation,
Communication and Infrastructure

DTCI Secretary

Thomas F. Kostka
Departmernt of Transportation,
Communication and Infrastructure

DTCI Assistant Secretary

Lorina Rae Seady Department Foreign Affairs DOFA Custon¥m Operations Manager
2 Francisca S. Obispo
3 Reed B. Oliver Pohnpei State Government Governor
4 Grilly Jack Pohnpei Port Authority PPA General Manager
5 Baron Mendiola Pohnpei Port Authority PPA Seaport Manager 
6 Zorro Diego Donre Pohnpei Port Authority PPA Human Reaources Manager

7 Bronson Sam Pohnpei Port Authority PPA
Facility Maintenece and
Infrastructure Development
(FM & ID) Manager

8 Coltrick Albert Pohnpei Port Authority PPA Marketing Manager
9 Francisco Celestine Pohnpei Environmental Protection Agency EPA Excecutive Officer

10 Donna Schering Pohnpei Environmental Protection Agency EPA Environemntal Consultant

Eugene Joseph Conservation Society of Phanpei CSP Excecutive Director
11 Trasleen Neth Historic Preservation Office HPO Field Researcher
12 Patricia　Jack National Fesheries Corporation NFC President

13 Benson Deng
Luen Cheng Overseas Fishery (FSM) Co.
Ltd.

Base Manager

14 Dabte Falen Caroline Fishing Coｍpany CFC Port Engineer
15 Jun Tamps Ocean Care Company OCC (President)
16 Eval Pelep Statistics Division Pohnpei State Branch Manager
17 Marina Ioanis Statistics Division Pohnpei State Branch Office
18 Brihmer Johnson FSM Division of Statistics Assistant Secretary for Statistics Div.

19
Cindy Ehmes FSM Environment, Climate Change and

Disaster Risk Management Office

DECEM Assistant Secretary

20
Patti Pedrus FSM Environment, Climate Change and

Disaster Risk Management Office
DECEM Deputy Assistant Secretary

21 Dahker Abraham Office of Fisheries and Aquaculture OFA Administrator
22 Hubert Yamada Pohnpei State, R ＆ D Department R & D Dept. Director, R & D Department
23 Eugene Eperiam Pohnpei State, R ＆ D Department R & D Dept. Director, Forestry Division

24 Scotty Malakai Pohnpei State, R ＆ D Department R & D Dept.
Director, Marine Resources
Management Div.

25
Luciano Abraham Department of Land, Office of the Governor,

Pohnpei State
Director, Department of Land

26 杉山　浩二 在ミクロネシア日本国大使館 参事官
27 牧　賢司 在ミクロネシア日本国大使館 二等書記官
28 岡本　康孝 在ミクロネシア日本国大使館 二等書記官
29 村岡　敬一 JICAミクロネシア支所 支所長
30 山内　邦裕 JICAミクロネシア支所 支所長
31 野口　俊和 JICAミクロネシア支所
32 内田　和久 海外漁業協力財団　ミクロネシア出張所 所長

3．面会者リスト
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5． 環境社会配慮関連資料 

(1) モニタリングフォーム案

モニタリングは、環境レビューによって JICA によるモニタリングが必要と判断された項目につ

いて、プロジェクト実施主体者が測定値等を JICA に定期的に提出することで行うが、提出にあ

たっては、以下モニタリングフォームを必要に応じ参照する。

－モニタリング項目、頻度、方法等を定めるにあたっては、プロジェクトのフェーズあるいはラ

イフサイクル（建設フェーズと操業フェーズなど）に留意する。

１．許認可・住民説明

モニタリング項目 報告期間中の状況

有害廃棄物の仮置き場の確保、及び必要な許

認可状況（未取得の場合、随時、必要性に応

じて）

排水許可など必要な許認可状況（未取得の場

合、随時、必要性に応じて）

建設資材の調達先の許認可状況（採石場な

ど、必要資源掘削に係る IA/EIA 取得有無 
ポンペイ州 EPA による許可付帯条件 

２．汚染対策

－大気質

項目（単位） 測定値

（平均値）

測定値

（最大値）

現地基準 参照した

国際的基準

備考

（測定場所、

頻 度 、 方 法

等）

浮遊粒子状物

質（PM10） 
WTO AQG 
(2005/ 2000)： 
日平均 50 ㎍

/m3, 年平均 20
㎍/m3 

デジタル粉塵

計による計測

【注】計測可能な計測器入手の関係上、分析対象のパラメータを限定

－水質

項目（単位） 測定値（A） 
（数回測定の

平均値）

基準値（B） 
（数回測定の

平均値）

現地基準 参照した

国際的基準

備考

（測定場所、

頻 度 、 方 法

等）工事区域境界 影響を受けな

い沖合水域

A-B＜5NTU

濁度（NTU） - 簡易濁度計
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モニタリング項目 報告期間中の状況

濁度の目視観測及び機器測定

観測場所：工事区域周辺 2 ヵ所（1 ヵ所は工事

区域境界、1ヵ所は浚渫・埋立工事の影響を受

けない沖合水域）

頻度：濁りの出る可能性の高い浚渫・埋立工

事中の週 1 回 

‐土壌汚染 
モニタリング項目 報告期間中の状況

項目：系外への流出状況

方法：目視観測

場所：工事区域周辺海域

頻度：工事中雨天時毎

－騒音

項目（単位） 測定値

（平均値）

測定値

（最大値）

現地基準 参照した

国際的基準

備考

（測定場所、

頻 度 、 方 法

等）

騒音レベル

（dBA） 
- IFC の環境労

働 安 全

（EHS）ガイ

ドライン：

‐住宅地・教

育施設・公共

機関：55dBA
（ 昼 間 ）、

45dBA（ 夜

間）

工業・商業地

域：昼間、夜

間共に 70dBA 

測定場所：

工 事 区 域 境

界、住宅地境

界 （Sohkes
村）

【注】現地で計測可能な計器の関係から、振動レベルの観測は割愛する。

－地盤沈下

モニタリング項目 報告期間中の状況

項目：地盤沈下の状況

場所：工事区域内

方法：目視観測

頻度：工事中 1 ヶ月に 1 回 

－悪臭

モニタリング項目 報告期間中の状況

項目：悪臭の有無

場所：工事区域内

方法：目視観測

頻度：工事中 1 週間に 1 回 
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‐底質 
モニタリング項目 報告期間中の状況

項目：浚渫土の適切管理、海域に流出を防止

するための対策状況

場所：工事区域内

方法：目視確認

頻度：工事中 1 週間に 1 回 

－廃棄物

モニタリング項目 報告期間中の状況

項目：一般廃棄物、有害廃棄物の保管場所の

管理状況、衛生状況

場所：工事区域内

方法：目視確認

頻度：工事中工事中毎日

項目：一般廃棄物、有害廃棄物の回収、輸

送、処理処分状況

場所：工事区域内

方法：立ち合い目視確認

頻度：工事中回収時毎

‐水象 
モニタリング項目 報告期間中の状況

項目：周辺海域の流況変化

場所：工事区域周辺海域

方法：目視観測

頻度：工事中半年毎

‐自然資源 
モニタリング項目 報告期間中の状況

項目：資材調達先の許認可状況

場所：ポンペイ州

方法：目視観測

頻度：工事中半年毎

‐地形・地質 
モニタリング項目 報告期間中の状況

項目：海岸線の変化

場所：工事区域周辺

方法：目視観測：

頻度：工事中半年毎

３．自然環境

－生態系

モニタリング項目 報告期間中の状況

項目：サンゴ礁、メガネモチウオの状況

場所：Rubble mat 整備場所 
方法：潜水目視観察

頻度：工事中半年毎

４．社会環境

－社会不安
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モニタリング項目 報告期間中の状況

項目：漁民の生計への影響、抗議等

場所：工事区域周辺

方法：ヒアリング等による確認

頻度：工事中半年毎

‐ジェンダー： 
モニタリング項目 報告期間中の状況

項目：雇用状況

場所：講義区域内

方法：ヒアリング等による確認

頻度：工事中半年毎

‐労働環境： 
モニタリング項目 報告期間中の状況

項目：1)EHS 活動の順守状況、2)HIV/AIDS 対

策プログラムの実施状況

場所： 工事区域内

方法：目視による確認

頻度：1)工事中毎日、2)工事中半年毎（当該プ

ログラム実施時）

‐工事中の影響 
モニタリング項目 報告期間中の状況

項目：緩和策の遵守、モニタリングの実施

場所：抗議区域内

方法：目視、ヒアリング等による確認

頻度：工事中１週間に１回

‐事項防止対策： 
モニタリング項目 報告期間中の状況

項目：交通誘導員の配置状況

場所：工事区域周辺

方法：目視による確認

頻度：工事中１週間に１回

‐モニタリング： 
モニタリング項目 報告期間中の状況

項目：付帯条件の遵守状況

場所：工事区域内

方法：レポートによる確認

頻度：工事中１ヶ月に１回
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(2) 環境チェックリスト

JICA 環境チェックリスト 11：港湾 
チェックリスト記載上の留意点

1. 回答は Yes/No だけではなく、回答の根拠や緩和策等についても「具体的な環境社会配慮」欄に記載すること。

2. 用語等において不明な点がある場合は、「国際協力機構環境社会配慮ガイドライン」及び「国際協力機構環境社会配慮ガイドラインに関するよくある問答集」

を参照のこと。

分
類

項目 主なチェック事項
Yes: Y 
No: N 

具体的な環境社会配慮

（Yes/No の理由、根拠、緩和策等） 

1

許
認
可
・
協
議

(1)環境アセス

メント及び環

境許認可

(a) 環境アセスメント報告書（EIA レポート）等は作成済みか。
(b) EIA レポート等は当該国の公用語又は広く使用されている言語で
書かれているか。
(c) EIA レポート等は当該国政府により承認されているか（未承認の
場合、承認予定年月を「具体的な環境社会配慮」の欄に記載するこ
と）。
(d) EIA レポート等の承認は付帯条件を伴うか。付帯条件がある場合
は、その条件は満たされるか。
(e) 上記以外に、必要な場合には現地の所管官庁からの環境に関す
る許認可は取得済みか。
(f) ガイドライン別紙 2 記載の項目は網羅されているか（プロジェク
トが与えうる影響に応じて範囲及び詳細さのレベルは調整されう
る）。
(g) 対象プロジェクトの全スコープ、累積的影響、派生的・二次的
影響、不可分一体事業について、環境社会配慮確認を行なったか。

(a) N
(b) Y
(c) N
(d) Y
(e) N
(f) Y
(g) Y

(a) IA（初期影響評価）の結果も掲載されている IA許認可手続

きを申請済み。2024 年 7 月認可取得。

(b) Pohnpei EIA 規則に基づいて、地元言語でも発行される見込

み。

(c) IA 申請中。2024 年 7 月、許認可取得。

(d) 土地利用許可、土工許可、森林クリアランス、海洋資源評

価、史跡保全許可が求められる。全ての付帯手続き、IA と並

んで許認可申請中。2024 年 7 月、許認可取得。
(e) 土地利用許可：土地局、EIA, 土工許可：ポンペイ州 EPA, 
森林クリアランス、海洋資源評価：ポンペイ州資源・開発（R 
& D）局、史跡保全許可：史跡保全オフィスからそれぞれ許認
可を取得予定。IA/EIA 同様、2024 年 7 月下旬頃までに信託統
治領委員会の承認を以て、付帯手続きを含む許認可が取得さ
れる見通し。
(f) 網羅している

(g) 事業サイトの隣接地への企業の移転計画があるが、その

他、留意すべき一体不可分な事業はない。
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分
類

項目 主なチェック事項
Yes: Y 
No: N 

具体的な環境社会配慮

（Yes/No の理由、根拠、緩和策等） 

(2)地域住民へ

の説明・協議

(a) 現地ステークホルダーの分析と特定を適切に行なっているか。
(b) プロジェクトの内容および影響について、情報公開を含めて意
味ある協議を確保するプロセスを通じて現地ステークホルダーへ適
切な説明を行い、理解を得ているか。
(c) 現地ステークホルダー協議について、参加者の性別等の属性を
含む協議記録が作成されているか。
(d) 住民等からのコメントを、プロジェクト内容等に反映させた
か。

(a) Y
(b) N
(c) N
(d)
N.A.

(a) 事業主、関連当局、自自体、受益者、NGO、被影響市民な

どを含むステークホルダー分析を行い、公聴会に招致すべき

ステークホルダーを特定した。

(b) IA 申請に先行して、ステークホルダー協議を 2024 年 4 月

24 日に開催済み。本事業に関しては、IA 申請前で変則的なれ

ども、同ステークホルダー協議が公式な IA/EIA に関わる協議

と取り扱わられる見通し。なお、IA ドラフト段階に PPA 主催

でこれを補完する非公式ステークホルダー協議が 2024 年 7 月

下旬に開催される予定。

(c) 上記開催の際に性別等を含めて、協議記録を取得済み。

(d) ステークホルダーの意見も加味して、IA 報告書に反映され

ている。

(3)代替案の検

討

(a)プロジェクト・計画の複数の代替案の範囲が適切か。
(b) 環境・社会に係る項目及び必要に応じて温室効果ガス総排出量
を削減する観点から、技術面・財務面・環境社会配慮面で実現可能
な代替案は検討されているか。
(c)プロジェクトを実施しない案との比較は行っているか。

(a) Y
(b) Y .
(c) Y

(a) 事業サイト選定の経緯、事業が実施されない場合の代替

案、及び環境にも配慮した岸壁設計などに関わる代替案の比

較検討が行われた。

(b) 温室効果ガス排出の少ない代替案を検討した

(c) 事業が実施されない場合の代替案も検討されている。

2

汚

染

対

(1)大気質

(a) 船舶・車輌・施設等から排出される硫黄酸化物（SOx）、窒素酸
化物（NOx）、煤塵等の大気汚染物質は、当該国の排出基準等を満
たすか。
(b) プロジェクトに起因する大気汚染物質により、当該国の環境基
準等を満たさない区域が生じるか。
(c) 工事により負の影響を及ぼすか。また、影響に対する緩和策が
用意されるか。

(a) Y
(b) N
(c) N

(a) 計測されたパラメータに関しては、概ね基準を満たしてい

る

(b)ベースライン調査では、環境基準を越える大気汚染の実態

は確認されず、工事中・供用後を含めて環境基準は満たすと

考えられる

(c)建設車両や機材などの定期メンテナンス、定期的な散水、

交通整理といった緩和策が講じられる
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分
類

項目 主なチェック事項
Yes: Y 
No: N 

具体的な環境社会配慮

（Yes/No の理由、根拠、緩和策等） 

(2)水質

(a) 関連施設からの一般排水は、当該国の排出基準等を満たすか。
(b) 船舶・付帯設備等（ドック等）からの排水は、当該国の排出基
準等を満たすか。
(c) 油、有害物質等が周辺水域に流出・排出しない対策がなされる
か。
(d) 水際線の変更、既存水面の消滅、新規水面の創出等によって、
流況変化・海水交換率の低下等（海水循環が悪くなる）が発生し、
水温・水質の変化を引き起こされるか。
(e) 埋め立てを行う場合、埋立地からの浸透水が表流水、海水、地
下水を汚染しない対策がなされるか。
(f) 生活排水及び雨水排水は、当該国の排出基準等を満たすか。
(g) 排水により当該国の環境基準等を満たさない区域が生じるか。
(h) 工事により負の影響を及ぼすか。また、影響に対する緩和策が
用意されるか。

(a)Y.
(b)Y.
(c)Y
(d)N
(e)N
(f)Y
(g)N
(h)Y

(a)一般排水は汚水処理施設により処理されるため、排水基準

を満たす

(b)ポンペイ港改修計画 M/P は、寄港船舶の IMO 条約順守を謳

う M/P となっており、排水基準を満たす

(c)廃油、有害物質は毎日所定の場所で管理される。

(d)新岸壁は、沿岸線に並行する形態の設計が施されているた

め、流況変化は想定されない

(e)浸透水が系外へ出ない対策が取られる

(f)上記(a)項目に同じ

(g)環境基準を満たさない区域は生じない

(h)浚渫時に濁度の発生が考えられるため、モニタリングと、

発生が認められる場合には、拡散防止策がとられる

2

汚

染

対

策

(3)廃棄物

(a) 船舶、関連施設からの廃棄物は当該国の規定に従って適切に処
理・処分されるか。
(b) 浚渫土・沖捨土の投棄が周辺水域（または陸域）に影響を及ぼ
すことがないよう、当該国の基準に従って適切に処理・処分される
か。
(c) 有害物質が周辺水域に排出・投棄されないよう対策がなされる
か。
(d) 工事により負の影響を及ぼすか。また、影響に対する緩和策が
用意されるか。

(a)Y
(b)Y
(c)Y
(d)N

(a)ポンペイ港改修計画 M/P は、寄港船舶の IMO 条約順守を謳

っており、適切に処理・処分される

(b)浚渫土は、埋立用材として、そのまま再利用される予定

(c)対策がなされる

(d)負の影響は考えられないが、毎日所定の場所での管理を確

認する

(4)土壌汚染

(a) サイトの土壌は、過去に汚染されたことがあるか。
(b) 土壌を汚染しない対策がなされるか。
(c) 工事により負の影響を及ぼすか。また、影響に対する緩和策が
用意されるか。

(a)Y
(b)Y
(c)N

(a)いくつかの重金属含有量が自然的に高い

(b)浸出水が系外に出ない対策がとられる

(c)負の影響は考えられない

(5)騒音・振動

(a) 操業に伴う騒音・振動は当該国の基準等を満たすか。
(b) 工事により負の影響を及ぼすか。また、影響に対する緩和策が
用意されるか。

(a)Y
(b)N

(a)ベースラインの騒音は、環境基準を満たしている。

(b)工事区域から居住区まで一定の距離があり、影響はないと

考えられるが、大きな騒音が発生する工事中はモニタリング

を行う

(6)地盤沈下

(a) 大量の地下水汲み上げを行う場合、地盤沈下が生じる恐れがあ
るか。
(b) 工事により負の影響を及ぼすか。また、影響に対する緩和策が
用意されるか。

(a)N
(b)N

(a)大量な地下水の汲み上げ予定はなく、対象外項目

(b)負の影響は考えられない
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分
類

項目 主なチェック事項
Yes: Y 
No: N 

具体的な環境社会配慮

（Yes/No の理由、根拠、緩和策等） 

(7)悪 臭

(a) 悪臭源はあるか。悪臭防止の対策は取られるか。
(b) 工事により負の影響を及ぼすか。また、影響に対する緩和策が
用意されるか。

(a)Y
(b)/N

(a)浚渫土が悪臭源となる可能性はあるが、埋立用材として再

利用されるため、影響は限定的である

(b)影響は限定的であり、目視によるモニタリングが実施され

る

(8)底 質

(a) 船舶及び関連施設からの有害物質等の排出・投棄によって底質
を汚染しないよう対策がなされるか。
(b) 工事により負の影響を及ぼすか。また、影響に対する緩和策が
用意されるか。

(a)Y
(b)N

(a) 有害物質は所定の場所で管理され、適切に処分される

(b) 浚渫対象水域の底質は、環境基準に適合していることを確

認済みであり、負の影響は考えられない

３

自

然

環

境

(1)保護区

(a) サイトは当該国の法律・国際条約等に定められた保護区内に立
地するか。
(b) プロジェクトが保護区に影響を与えるか。
(c) 工事により負の影響を及ぼすか。また、影響に対する緩和策が
用意されるか。

(a)N
(b)N
(c)N

(a)該当しない

(b)影響は与えない

(c)影響を及ぼすことは想定されない

(2)生物多様性

(a) プロジェクトサイトは、原生林、熱帯の自然林、生態学的に重
要な生息地（珊瑚礁、マングローブ湿地、干潟等）を含むか。
(b) プロジェクトサイトは、当該国の法律・国際条約等で保護が必
要とされる貴重種の生息地を含むか。
(c) プロジェクトは、重要な生息地または重要な森林の著しい転換
または著しい劣化を伴うもので、生物多様性への重大な影響が懸念
されるか。懸念される場合、生物多様性への影響に対応する適切な
対策はなされるか。
(d) 水生生物に負の影響を及ぼす恐れはあるか。
(e) 沿岸域の植生、野生動物に負の影響を及ぼす恐れはあるか。
(f) その他生物多様性への重大な影響が懸念される場合、生物多様性
への影響を減らす対策はなされるか。
(g) 工事により負の影響を及ぼすか。また、影響に対する緩和策が
用意されるか。

(a)N
(b)Y
(c)N
(d)N
(e)Y
(f)N
(g)N

(a)後背地にマングローブ林が存在するが、工事による負の影

響は考えられない

(b) IUCN カテゴリで危急種に当たる青珊瑚が影響を受ける

(c)他のポンペイ州沿岸沖の複数の水域でも、青珊瑚の分布を

確認し、ポンペイ州資源開発（R&D）局の見解では、浚渫工

事に伴う移植などの代償策を講じる法的義務はないとの見解

を得ている。引き続き、複数名のサンゴ礁専門家の意見を聴

取した上で、適正な対策を検討する。

(d)事業サイト水域で、再委託調査で絶滅危惧種のメガネモチ

ノウオが観測されたが、いずれも稚魚であり、同水域は産卵

場ではなく、R&D 局より回遊魚と見なされるので、問題は無

いとの見解を得た

(e)上記(c)に同じ

(f)上記(c)の確認に伴って、特段の対策は講じない。

(g)工事区域周辺に分布する同種をモニタリングし、工事によ

る影響がないかを確認する
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分
類

項目 主なチェック事項
Yes: Y 
No: N 

具体的な環境社会配慮

（Yes/No の理由、根拠、緩和策等） 

(3)水象

(a) 港湾施設の設置による水系の変化は生じるか。
(b) 埋立地造成、港湾の掘込み等による地下水系への影響（水位低
下、塩化等）は生じるか。
(c) 流況、波浪、潮流等に負の影響を及ぼすか。
(d) 工事により負の影響を及ぼすか。また、影響に対する緩和策が
用意されるか。

(a)N
(b)N
(c)N
(d)N

(a)新岸壁は、沿岸に並行に設計されており、水象への影響は

考えられない

(b)考えられない

(c)上記(a)に同じで、負の影響は考えられない

(d)同上

(4)地形・地質

(a) 港湾施設の設置による計画地周辺の地形・地質の大規模な改変
や自然海浜の消失が生じるか。
(b) 工事により負の影響を及ぼすか。また、影響に対する緩和策が
用意されるか。

(a)N
(b)N

(a)影響は考えられない

(b)同上

4

社

会

環

境

(1)住民移転・

用地取得

(a) プロジェクトの実施に伴い非自発的住民移転を伴う用地取得は
生じるか。生じる場合は、用地取得規模や住民移転規模を記載。
(b) 移転による影響を最小限とする努力がなされるか。その他の用
地取得や生計手段の喪失は生じるか。
(c) 移転する住民に対し、移転前に補償・生活再建対策に関する適
切な説明が行われるか。
(d) 住民移転のための調査がなされ、再取得価格による補償、移転
後の生活基盤の回復を含む移転計画が立てられるか。
(e) 補償金の支払いは移転前に行われるか。
(f) 補償方針は文書で策定されているか。
(g) 移転住民のうち特に女性､子ども､高齢者､貧困層､障害者、難
民・国内避難民、マイノリティなどの社会的弱者に適切な配慮がな
された計画か。
(h) 合意される補償内容は文書で対象者に説明され、移転住民につ
いて移転前の合意は得られるか。
(i) 住民移転を適切に実施するための体制は整えられるか。十分な実
施能力と予算措置が講じられるか。
(j) 移転による影響のモニタリングが計画されるか。
(k) 苦情処理の仕組みが構築されているか。

(a)Y
(b)Y
(c)N
(d)N
(e)Y
(f) Y
(g)N
(h)N
(i) N
(j) N
(k)N

(a)事業サイトに関わる土地紛争があったが、ポンペイ州地方

裁判所、最高裁判所の判決を経て、問題は解消された

(b)土地紛争を起こしていた提訴者には、裁判結果に応じた補

償が支払われ、同提訴者が不法に経営していた事業サイトに

おける旧ホテルの住人は、同経営者との賃貸契約を履行し、

賃貸契約料を支払った後、自発的に他地域へ移転して、解決

済みである

(c)上記(a), (b)の通り、土地紛争問題が解決され、事業前の関

連対策の必要性は解消された

(d)上記(b)により、解決済み

(e)土地紛争を引き起こした訴訟人への補償は、裁判結果に則

り、PPA から既に支払われている

(f)裁判の判決資料がその証明文書に該当する

(g)対象となる社会的弱者はいない

(h)上記 (b), (e), (f)の通り

(i)上記(a)～(c)の通り、本問題は解消されており、住民移転の

対策・体制は適応外

(j) 問題は解消されており、適応外

(k) 同上
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分
類

項目 主なチェック事項
Yes: Y 
No: N 

具体的な環境社会配慮

（Yes/No の理由、根拠、緩和策等） 

(2)生活・生計

(a) プロジェクトにより住民の生活に負の影響を及ぼすか。必要な
場合は影響を緩和する配慮が行われるか。
(b) プロジェクトにより周辺の水域利用（漁業、レクリエーション
利用を含む）が変化して住民の生計に負の影響を及ぼすか。
(c) 港湾施設が住民の既存水域交通及び周辺の道路交通に負の影響
を及ぼすか。
(d)プロジェクトは、生態系サービス（供給・調整）に負の影響を及
ぼし、コミュニティーの健康と安全に影響を及ぼすか（特に当該サ
ービスに依存する先住民族等）。
(e) 工事により負の影響を及ぼすか。また、影響に対する緩和策が
用意されるか。

(a)N
(b)N
(c)N
(d)N
(e)N

(a)港湾施設の改修は、地元経済に正の影響が出ると考えられ

るなお、事業サイト対岸の漁村の住民や漁民に負の影響が伴

わないよう、施工段階において、騒音、水質、底質、伝統漁

業の漁獲高や伝統漁民の収入、生活水準などに焦点を当てた

モニタリングを行う（一部は供用後も継続）。

(b)港湾施設の改修は、地元漁業に資するプラス影響となる。

(c)新岸壁とアクセス道路の建設により、アクセルが便利にな

り、負の影響は考えられない

(d)負の影響は考えられない

(e) 負の影響は考えられない。ただし、工事によって、特に事

業サイトの対岸にある漁村、漁民への一定の影響可能性にも

鑑み、施工段階において、騒音、水質、伝統漁業の漁獲高な

どのモニタリングを行うと共に、地元の水産組合などへのヒ

アリングを通じて、伝統漁民の収入や生活水準に負の影響が

出ないかを確認する。

(3)社会的弱者

(a) 女性､子ども､高齢者､貧困層､障害者、難民・国内避難民、マイ
ノリティ等の社会的弱者に対して、適切な配慮がなされるか。
(b) 工事により負の影響を及ぼすか。また、影響に対する緩和策が
用意されるか。

(a)N
(b)N

(a)対象となるグループは特定されていない

(b)上記の理由により負の影響は考えられない

(4)文化遺産

(a) プロジェクトにより、考古学的、歴史的、文化的、宗教的に貴
重な遺産、史跡等を損なう恐れはあるか。また、当該国の国内法上
定められた措置が考慮されるか。
(b) 工事により負の影響を及ぼすか。また、影響に対する緩和策が
用意されるか。

(a)N
(b)N

(a)事業サイトエリア内、または隣接地に貴重な文化的遺跡は

存在しない。史跡保全認可を取得予定

(b)負の影響は考えられない

(5)景 観

(a) 特に配慮すべき景観が存在する場合、それに対し負の影響を及
ぼすか。
(b) 工事により負の影響を及ぼすか。また、影響に対する緩和策が
用意されるか。

(a)N
(b)N

(a) 負の影響は考えられない

(b) 負の影響は考えられない
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分
類

項目 主なチェック事項
Yes: Y 
No: N 

具体的な環境社会配慮

（Yes/No の理由、根拠、緩和策等） 

(6)少数民族、

先住民族

(a) 当該国の少数民族、先住民族の文化、生活様式への影響を軽減
する配慮がなされているか。
(b) 少数民族、先住民族の土地及び資源に関する諸権利は尊重され
るか。
(c)必要な場合、 先住民族計画が作成、公開されているか。
(d) 少数民族・先住民族に対し十分な情報が提供された上で、自由
な事前の合意を得られるように努めているか。
(e) 工事により負の影響を及ぼすか。また、影響に対する緩和策が
用意されるか。

(a)N
(b)N
(c)N
(d)N
(e)N

(a)先住民は存在しないが、地元の首長から、事業実施への理

解と合意を事前に得ている

(b)同上

(c)同上の理由により適応外

(d)上記(a)に同じ

(e)影響は考えられない

4

社

会

環

境

(7)労働環境

(a) プロジェクトにおいて遵守すべき当該国の労働安全衛生に関す
る法律が守られるか。
(b)労働災害・事故防止に係る安全設備の設置、有害物質の管理等、
プロジェクト関係者へのハード面での安全配慮が措置されるか。
(c) 安全衛生計画の策定や作業員等に対する安全教育（交通安全や
公衆衛生を含む）の実施等、プロジェクト関係者へのソフト面での
対応が計画・実施されるか。

(a)Y
(b)Y
(c)Y

(a)HSE 関連法規は遵守される

(b)安全対策は講じられる

(c)安全衛生、安全教育や緊急時対策、HIV 対策などの訓練は

施される。

(8)地域社会の

衛生・安全・

保安

(a)プロジェクトに伴う作業員等の流入により、疾病の発生（HIV 等
の感染症を含む）等の衛生面等における負の影響はあるか。また、
影響に対する緩和策が用意されるか。
(b)プロジェクトに伴う作業員等の流入により、治安の悪化等地域社
会の安全等における負の影響はあるか。また、影響に対する緩和策
が用意されるか。
(c) 相手国等が、プロジェクトの形成・実施にあたり雇用する保安
要員やその他の安全確保のための要員を用いる場合には、予防と自
己防衛目的を除き警備能力の行使を行わないよう、適切な措置が講
じられるか。
(d) 工事により負の影響を及ぼすか。また、影響に対する緩和策が
用意されるか。

(a)N
(b)N
(c)N
(d)N

(a)HIV/AIDS 対策プログラムを講じられる

(b)作業員向け教育訓練が行われる

(c)ミクロネシア関連法に遵守した警備が適用され、教育訓練

が行われる

(d) 影響は考えられない

5

そ
の
他

(1)モニタリン

グ

(a) 上記の環境・社会の項目のうち、影響が考えられる項目に対し
て、事業者のモニタリングが計画・実施されるか。
(b) 当該計画の項目、方法、頻度等はどのように定められている
か。
(c) 事業者のモニタリング体制（組織、人員、機材、予算等とそれ
らの継続性）は確立されるか。
(d) 事業者から所管官庁等へのモニタリング結果等の報告の方法、
頻度等は規定されているか。
(e) 環境社会配慮に係る苦情処理メカニズムが整備されるか。

(a)Y
(b)Y
(c)Y
(d)Y
(e)Y

(a)実施される

(b)緩和策、モニタリング計画表に整理している。

(c)確立される

(d)規定される

(e)事業主を苦情受付窓口とする苦情処理メカニズムの整備済

み
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分
類

項目 主なチェック事項
Yes: Y 
No: N 

具体的な環境社会配慮

（Yes/No の理由、根拠、緩和策等） 

6

留
意
点

(1)他の環境チ

ェックリスト

の参照

(a) 必要な場合は、道路、鉄道、橋梁に係るチェックリストの該当
チェック事項も追加して評価すること（港湾へのアクセス道路が整
備される場合等）。

(a)N (a)約 120m弱のアクセス道路を建設予定であるが、非常に小規

模な道路であり、負の影響は限定的と考えられる。工事中の

散水、騒音監視塔の措置が講じられる。

(2)環境チェッ

クリスト使用

上の注意

(a) 必要な場合には、越境または地球規模の環境問題への影響も確
認する（廃棄物の越境処理、地球温暖化の問題に係る要素が考えら
れる場合等）。
(b)一定量を超える温室効果ガスの発生が見込まれる事業では、事業
実施前に温室効果ガス総排出量を推計しているか。

(a)N
(b)N.

(a)大気汚染を引き起こす種の施設は建設されず、小規模な改

修計画に当たるため、対象外項目

(b)同上



(3) ステークホルダー協議議事録
1) April 16, 2024

Stakeholder Meeting-PPA Port Expansion Project 
April 16, 2024 

PPA Conference Room 

General Manager, Grilly Jack called the meeting to order at 2:09 pm in the PPA Conference Room 

The present members includes: PPA, OFA, MSP, Soulik en Ehir(Sokehs), EPA, FSCO, PNIsurf, Pohnpei 
Tourism, Liancheng, AMCRES, Sokehs Municpal, Pohnpei Fishing Club, Marine Surveillance, 
FSM TC&I, NORMA, Micronesian Conservation Society 

General Manager welcome every one and introduce the purpose of the meeting and turn the floor to 
Koji Kobune. 

Mr. Kobune introduce the agenda of the meeting as stated below 
Project presentation 
Project Objectives 
Layout Plan 
Construction schedule 
Environmental and social considerations 
Q&A and discussion 

Mr. Kobune presented the PPA Port expansion project 
• Background survey:
 History surveys and plans – enhance the port to the north and south to ease the congestion and

expand the capacity of mooring for purse seiners-surveys and plans started in 2010 and
extended to August 2022 due to covid 19.

• Development Concept-Objectives
 New quay needs to be developed to ease the capacity of mooring of purse seiners as well as in

the long run in the case of increasing of fishing vessels
 In the case of increase fishing purse seiners, the existing wharf don’t have the capacity to

accommodate.
 Existing Wharf is old and exceeded the designated life of its capacity usage
 Commercial and fishing zones should be separated
• Layout plan of new quay
 Accommodate ship of 160LOA, 15,000 DWT
 Quay should be in length of 160m, apron width of 30m, water dept-10m, with steel pipes, the

apron should be reinforced concrete, the access road should be concrete paved and expanded
to 249m x 10m, the yard should be landfill with dredged coral sand and the surface should be
covered with gravel.

• Construction Plan and Schedule is as provided below:
 Exchange of note-August 2024
 Grant Agreement – October 2024
 Detail Design – February 2025
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 EIA – August 2024
 Bidding- July 2025
 Construction begins and ends – September 2025 to April 2028
• Environmental and social considerations
 Social environmental consideration reports which include the description of the project, present

status of environment and society, legal & organization of social & environmental
considerations, alternative plans, scoping, social and environmental survey result,
environmental evaluation impact, mitigation plan and cost, monitoring plan, implementation
structure, stakeholder meeting, complaint handling mechanism.

 Natural condition and environmental surveys-includes bathymetric, topographic, magnetic
prospecting soil investigation, air quality, current water quality, bottom, sediment, and
Mangrove, Coral vegetation

 Responsibilities of Micronesian side includes site clearance, procedure of IEE & EIA, waiving of
taxes (sales & import tax) and other necessary activities needed before the construction of the
project.

• Questions & Answers
Q: For this expansion project, is there any designated area for clearing of customs for Yacht?
A: Expansion project is only focusing on fishing vessels activities
Q: Are the two manholes for water bunkering part of the project?
A: No manhole is included in the project
Q: Is it possible to share the presentation to everyone
A: Yes
Q: Is the project expansion specifically for fishing activities or is it supporting other activities and is it
in line with the fisheries investment policy
A: The port is specifically for fishing activities and they have done their surveys and understand the
need to collect all sorts of permits before the start of the project. The believe that fishing activities
should have a separate dock
Q: Is the expansion project not going to alter the Norma building that will be build next to the port
expansion
A: It will not have any affect.
Q:  As it’s mention that the EIA will start in August 2024, are there any survey plan in place, and if
there is any consideration of the neighboring community in the plan as in if there is any risk to the
neighboring community?
A: Yes, they are keen about the social impact especially on the land dispute of Misko Beach and it has
been settled based on a court ruling.  Yes,
Q: Are there any social surveys of the area and the surrounding area
A: PPA will help collect other necessary items to help the project moving forward
Q: Is the project going to impose on the villagers due to dredging?
A: In monitoring the noise effect, they will be using a vibro-hammer as it comes with no noise effect.
Q: Is there any mitigation plan?
A: Yes
Q: Is there any plan to disclose to the public the plan for the port expansion?
A: Yes
Requesting any comments from fishermen, but there’s none. Stakeholders are in support of the
project as it will bring in more revenue due to its enhancement capabilities of fishing activities for the
fishing vessels.
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2) April 16, 2024

Stakeholder Meeting-PPA Port Expansion Project 
August 1, 2024 
Sokehs Municipal Office 

Acting General Manager, Baron called the meeting to order at 2:23 pm in the PPA Conference Room 

The present members includes: PPA, OFA, MSP, Soulik en Ehir(Sokehs), EPA, FSCO, Pohnpei Tourism, 
Liancheng, AMCRES, Sokehs Municpal, Pohnpei State Fire Rescue, Marine Surveillance, FSM 
TC&I, NORMA, Micronesian Conservation Society 

Acting General Manager welcome every one and introduce the purpose of the meeting and turn the floor to 
Koji Kobune. 

Mr. Kobune introduce the agenda of the meeting as stated below 

Background survey 
Development Concept 
Layout plan of the new quay 
Construction Plan 
New quay (short term development) 
Social Environmental Consideration 
Responsibility of Micronesian side 

Mr. Miyake presented the PPA Port expansion project 

• Background survey:
 History surveys and plans – enhance the port to the north and south to ease the

congestion and expand the capacity of mooring for purse seiners-surveys and
plans started in 2010 and extended to August 2022 due to covid 19.

• Development Concept
 New quay needs to be developed to ease the capacity of mooring of purse seiners

as well as in the long run in the case of increasing of fishing vessels
 In the case of increase fishing purse seiners, the existing wharf don’t have the

capacity to accommodate.
 Existing Wharf is old and exceeded the designated life of its capacity usage
 Commercial and fishing zones should be separated

• Layout plan of new quay
 Accommodate ship of 160LOA, 15,000 DWT
 Quay should be in length of 160m, apron width of 30m, water dept-10m, with steel

pipes, the apron should be reinforced concrete, the access road should be concrete paved
and expanded to 249m x 10m, the yard should be landfill with dredged coral sand and
the surface should be covered with gravel.

• Construction Plan and Schedule is as provided below:
 Exchange of note-August 2024
 Grant Agreement – October 2024
 Detail Design – February 2025
 EIA – August 2024



 Bidding- July 2025
 Construction begins and ends – September 2025 to April 2028

Questions & Answers 

Q: Are there enough materials (coral gravel) to fill up the site or needs to get from other places? 
A: Yes, the existing materials on the site that will be used. 
Q: What is the process of transplant the blue coral? 
A: There is a survey team for transplanting the blue coral will assess the issue. 
Q: How noisy are the machineries to the opposite site (Sokehs Island) of the project be? 
A: It is not that really noisy, just like a normal working day. 
Q: Is the project expansion specifically for fishing activities or is it supporting other activities and is it in line 
with the fisheries investment policy 
A: The port is specifically for fishing activities and they have done their surveys and understand the need to 
collect all sorts of permits before the start of the project. The believe that fishing activities should have a 
separate dock 
Q: Is the expansion project not going to alter the Norma building that will be build next to the port expansion 
A: It will not have any affect. 
Q:  As it’s mention that the EIA will start in August 2024, are there any survey plan in place, and if there is 
any consideration of the neighboring community in the plan as in if there is any risk to the neighboring 
community? 
A: Yes, they are keen about the social impact especially on the land dispute of Misko Beach and it has been 
settled based on a court ruling.  Yes,   
Q: Are there any social surveys of the area and the surrounding area 
A: PPA will help collect other necessary items to help the project moving forward 
Q: Is the project going to impose on the villagers due to dredging? 
A: In monitoring the noise effect, they will be using piping hammers as it comes with no noise effect. 
Q: Is there any mitigation plan? 
A: Yes 
Q: Is there any plan to disclose to the public the plan for the port expansion? 
A: Yes 
Requesting any comments from audience, but there’s none. 

Meeting adjourned at 3:45pm 
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ポンぺイ港全景
a.ポンペイ港全景

PPA提供
2019/2/26
ドローンによる撮影

b.ポンペイ全景
ポンペイ港内の土地利用区分
PPA提供の写真をコンサルタン
トが編集

c.ポンペイ港全景
プロジェクト予定地
Google Earthの画像をコンサ
ルタントが編集

d.ポンペイ港全景　（ポンぺイ港遠望　2023年5月撮影）

ミクロネシア国ポンペイ港拡張計画準備調査（QCBS)
デジタル写真集

6. 初期環境影響評価（IA）関連許可書
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2 主埠頭の利用状況

1) 2)

1.コンテナ船 ５.ヤード
コンテナ船の入港 トップローダーによるコ

ンテナ取扱

2.コンテナ船 ６.ヤード
コンテナ船の方向転換 シャーシ置場

3.コンテナ船 ７.ヤード

コンテナ船荷役状況 輸入車保管場

4.コンテナ船 8.ヤード
コンテナ船のランプ メインゲート

9.ヤード
コンテナヤード

ミクロネシア国ポンペイ港拡張計画準備調査（QCBS)
デジタル写真集

コンテナ船撮影位置図 ヤードの状況撮影位置図
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2 主埠頭の利用状況　(続き）

3） 4）

10 まき網漁船
巻き網漁船多
重係留

運搬船のCIQ手
続き中

11 まき網漁船
まき網船係留
状況

運搬船のCIQ手
続き中

12.まき網漁船 16　タンカー
巻き網漁船重
複係留

タンカーの係留

CFCの漁網補修
ヤード

14　運搬船

15　運搬船

13　まき網漁船

ミクロネシア国ポンペイ港拡張計画準備調査（QCBS)
デジタル写真集

運搬船およびタンカーまき網漁船
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プロジェクトサイト内の建物および⽴⽊（撤去対象物）
3

17.プロジェクトサイト 20.プロジェクトサイト 写真
ブロック造り⼆階建建物
(2024年4⽉）

⼆階建および平屋
建物(2024年4⽉）

テントハウス、移動式ト
イレ、変電設備（コンテ
ナ倉庫） (2024年4⽉）

コンテナハウス
（隔離施設）
(2024年4⽉）

19.プロジェクトサイト
⽴ち⽊
(2024年4⽉）

⽴ち⽊
(2024年4⽉）

写真18および写真20の
間を挿⼊した連続写真
（2024年4⽉撮影）同年
7⽉時点では解体搬出中

プロジェクトサイトの
建物撤去作業が進⾏
中。(2024年7⽉）

22.プロジェクトサイト

ミクロネシア国ポンペイ港拡張計画準備調査（QCBS)
デジタル写真集

23.プロジェクトサイト(18、20を合成）

24.プロジェクトサイト

18.プロジェクトサイト 21.プロジェクトサイト

プロジェクトサイトの状況
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4

アクセス道路入口予定地
(2024年4月撮影）

26.アクセス道路予定地
倉庫のコンクリート床板、立
木が撤去の対象である。

右側の建物は取壊し中の倉庫
27.アクセス道路予定地

25.アクセス道路予定地

ミクロネシア国ポンペイ港拡張計画準備調査（QCBS)
デジタル写真集

アクセス道路建設予定地撮影地点
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５　　漁港区

28　漁港区
主埠頭第1、第2バー
スに係留されるまき
網漁船

サービスボート

サービスボート

オーストラリアから
供与された巡視艇

ミクロネシア国ポンペイ港拡張計画準備調査（QCBS)
デジタル写真集

31漁港区

30漁港区

29　漁港区
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6．MD会議

2024年
4⽉25⽇
PPA会議室

署名後の
写真撮影

署名後の昼⾷会
Sea Breeze
Hotel

7．ステークホルダー会議
36.ステークホルダー会議

2024年8⽉1⽇
Sokehd
Municipall Hall
Congress Room

37.ステークホルダー会議
会議後の
ビュッフェ

ミクロネシア国ポンペイ港拡張計画準備調査（QCBS)
デジタル写真集

32.MD会議 33.MD会議2024年4⽉25⽇

34.MD会議 35.MD会議
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7．現地調査（ボーリング）
38.現地調査（ボーリング）

2023年3月～5月
土質調査
実施状況

39.現地調査（ボーリング）
2023年3月～5月
土質調査
実施状況

40.現地調査（ボーリング）

2023年3月～5月
土質調査
サンプル

41.現地調査（ボーリング）
2023年3月～5月
土質調査
海上ボーリング

ミクロネシア国ポンペイ港拡張計画準備調査（QCBS)
デジタル写真集
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写本索引

フォルダー名 サブフォルダー名 ファイル名
1.ポンペイ港全景 a.ポンペイ港全景

b.ポンペイ港全景
c.ポンペイ港全景
d.ポンペイ港全景

2.主埠頭 コンテナ船 1,コンテナ船
2.コンテナ船
3.コンテナ船
4.コンテナ船

ヤード 5.ヤード
6.ヤード
7.ヤード
8.ヤード
9.ヤード

まき網漁船運搬船 10.まき網漁船
11.まき網漁船
12.まき網漁船
13.まき網漁船
14.運搬船
15.運搬船
16タンカー

3.プロジェクトサイト プロジェクトサイト 17プロジェクトサイト
18.プロジェクトサイト
19.プロジェクトサイト
20.プロジェクトサイト
21.プロジェクトサイト
22.プロジェクトサイト
23.プロジェクトサイト
24.プロジェクトサイト

4.アクセス道路用地 アクセス道路用地 25.アクセス道路用地
26.アクセス道路用地
27.アクセス道路用地

ミクロネシア国ポンペイ港拡張計画準備調査（QCBS)
デジタル写真集
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5.漁港区 漁港区 28.漁港区
29.漁港区
30.漁港区
31.漁港区

6.MD会議ステークホルダー会MD会議 32.MD会議
33.MD会議
34.MD会議
35.MD会議

ステークホルダー会議 36.ステークホルダー会議
37.ステークホルダー会議

7．現地調査(ボーリング） 38.現地調査(ボーリング)
39.現地調査(ボーリング)
40.現地調査(ボーリング)
41.現地調査(ボーリング)

資料-104



7．初期環境影響評価（IA）関連許可書 
(1) 土工許可書
(2) 土地利用許可書
(3) 歴史的施設保存許可書
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General Conditions 

PERMIT CONDITIONS 

EARTHMOVING PERMIT PP-13-24 

SEAPORT EXP ANSI ON 

PERMITTEE: Pohnpei Port Authority 

THIS PERMIT EXPIRES ON July 31, 2025 

I. Earthmoving operations will be conducted in accordance with Pohnpei State
Environmental Protection Agency Regulations, and in a manner that siltation of
surrounding reefs will not exceed that which would occur under natural conditions.

2. This permit is issued only to Pohnpei Port Authority as the permittee and is not
transferable to another person or entity. If the activity is subcontracted by the permittee,
both the permittee and the subcontractor shall be liable for compliance with all permit
conditions, applicable state rules and regulations, and for the payment of any fines or 
other penalties for any violation of the permit conditions or state rules and regulations.

3. This perm ft does not give any property rights, either in land or materials, or any exclusive
privileges, and does not authorize injury to private property or invasion of private rights.

4. The permittee shall obey and conform to all laws, regulations and rules of the State of
Pohnpei, in the conduct of this earthmoving operation.

5. The permittee shall make every reasonable effort to conduct these earthmoving activities
in a manner so as to minimize any adverse impact of the work on fish, wildlife and 
natural environmental values.

6. Extreme care shall be taken to insure that no debris, petroleum products, or other
deleterious materials be allowed to fall, flow, leach, or otherwise enter any body of water.

Special Conditions 

I. This permit is issued only for the purpose to dredge and fill an area to construct a new
quay and container yard to expand the existing port. All activities shall be limited to the
area requested for review and approval: 160 meters long 30 meters wide for the quay and 
190 meters long by 90 meters wide, access road shall be 249 meters long by 10 meters
wide, and dredging shall be maintained within area requested. No activity shall take place
outside this approved location without a permit amendment being requested and
approved before such expansion shall take place.
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Permi t  C o n d i t i o n s  
Ear thmoving  Permi t  PP 13 24 
Page 2 

2. Spillage of dredged coral/sand during transport from the dredging site to the shore shall 
be minimized to the greatest extent practical, through the use of filters or other methods 
to retain the coral/sand from the discharged water. 

3. As much excess water as possible shall be drained from the sand before the coral/sand is 
off loaded from the dredge barge, to minimize spillage of the coral/sand onto the 
shoreline and/or roadways.

4. This plan as written here shall be implemented if changes are to be made before 
construction begins or during construction, the proposed changes are to be submitted to 
EPA and approved by EPA before the changes are made. 

5. I f  any unanticipated impacts occur during construction. The cause of such impacts should 
be immediately identified, and the immediate and long term (depending on the impact if  a
onetime incident or a continuous situation) response action plan (including clean up, 
disposal, and prevention measures for the future), and schedule should be immediately
developed and reported to EPA by the Permittee, and EPA approved the proposed actions 
before they are carried out. 

6. Details on the specific test to be conducted, procedures to be followed, and types of
equipment's to be used shall be submitted for review and approval. The results of the 
tests shall be routinely submitted to EPA within 1 week of the completion of the test. If
the tests indicate that they are outside of the allowed limits, such test results along with a
plan to immediately stop the cause of the incident, a plan to reduce the impact of the 
incident, and prevent it from occurring again, be submitted to EPA within 1 day after the 
tests are completed, and EPA approve the proposed actions before they are carried out. 

7. Clearing of trees/vegetation's shall be limited those within area requested. 

Modification、 e or Revocation of Permit 

The Pohnpei Environmental Protection Agency may, after taking into account any significant 
detrimental environmental degradation resulting from this permitted activity, change or modify 
the conditions of the permit to minimize such degradation, or partially, or in whole revoke the 
permit should the Agency determine such action to be justified and appropriate for 
environmental protection. 

In issuing this permit, the Agency has relied on the information and data which the permittee has 
provided in connection with his permit application. If, subsequent to the issuance of this permit, 
such information and data prove to be false, incomplete, or inaccurate, this permit may be 
modified, suspended or revoked, in whole or in part. 
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